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平成17年度当別町各会計決算審査特別委員会報告書
　平成17年度当別町一般会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会
計、介護保険特別会計、介護サービス事業特別会計、下水道事業特別会
計、農業集落排水事業特別会計、水道事業会計、北石狩衛生施設組合一
般会計決算について、平成18年９月12日、13日、15日の３日間に亘り慎
重審査の結果、認定することが適当と認めた。

　町財政はますます厳しい状況になることが予想される。
　歳入の各税、使用料においては、それぞれに努力のあとは見られるが、
経済状況もあって、未納額、滞納繰越額が微増の状況にあり、税の公平
性からして、今後更に徴収体制の整備強化に努め、収納率向上に万全を
期せられたい。
　理事者はもとより、職員においては各部局間の連携体制をとりながら、
業務遂行を期するとともに、今まで以上の事務的資質向上に努め、町民
の期待に沿うよう研鑽されたい。

以上、本委員会の報告とする。

平成18年９月15日
　議　長　竹 田　和 雄　　様

平成17年度当別町各会計
決算審査特別委員会　
委員長　市 川　　 正

　
平
成
十
八
年
第
五
回
定
例
会
は
、
九
月
十
一
日
〜
十
五
日
ま
で
（
十
三
日
、
十
四

日
は
休
会
）
の
五
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
当
別
町
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
な
ど
を
審
議
し
、
提
案
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
休
会
中
、
九
月
十
二
日
、
十
三
日
、
十
五
日
の
三
日
間
に
亘
り
、
平

成
十
七
年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
五
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

ポケットパーク事業　　20,307千円
地域用水補完事業の実施により、広
く町民に農業用水の重要性、安全性
などの理解を得て農業水利に親しみ
を得ることを目的とする
（バイパス沿、水車と管理棟）

交通安全推進事業　　4,261千円
交通安全対策及び関係団体に対する補助

平成17年度各会計決算額・収入・執行率
収入・
執行率
（％）

決算額　（円）予算額　（円）

100.66 10,646,879,49010,576,639,000歳　入
一 般 会 計 99.47 10,520,608,60510,576,639,000歳　出

126,270,885差引額
92.96 1,848,989,8431,988,989,000歳　入国民健康保険

特 別 会 計 98.38 1,956,750,9701,988,989,000歳　出
△ 107,761,127差引額

100.93 2,438,488,7142,416,041,000歳　入老 人 保 健
特 別 会 計 96.98 2,343,034,6582,416,041,000歳　出

95,454,056差引額
98.43 1,083,877,4221,101,208,000歳　入下 水 道 事 業

特 別 会 計 99.88 1,099,883,5681,101,208,000歳　出
△ 16,006,146差引額

102.73 88,600,86886,243,000歳　入農業集落排水
事業特別会計 99.16 85,517,18786,243,000歳　出

3,083,681差引額
98.51 1,024,572,8591,040,031,000歳　入介 護 保 険

特 別 会 計 96.53 1,003,930,1991,040,031,000歳　出
20,642,660差引額

110.25 53,901,62148,890,000歳　入介護サービス
事業特別会計 95.54 46,708,56348,890,000歳　出

7,193,058差引額

99.58 17,185,310,81717,258,041,000歳　入
各 会 計 合 計 98.83 17,056,433,75017,258,041,000歳　出

128,877,067差引額

平成17年度
当別町各会計決算審査特別委員会
委 員 長　市　川　　　正
副委員長　桑　内　雅　彦
委　　員　小　武　正　寿
　 〃 　　柏　樹　　　正
　 〃 　　!　谷　　　茂
　 〃 　　小　野　広　実
　 〃 　　桐　井　信　征
　 〃 　　岡　野　喜代治
　 〃 　　山　田　明　美
　 〃 　　臼　杵　英　男
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配食サービス事業　　3,475千円
ひとり暮しの高齢者世帯へ配食サービスを
必要とする方にボランティアによる給食の
配食及び安否、健康状態の確認

放課後児童対策事業　　13,108千円
小学校１～３年生を対象として「こども
プレイハウス」
平成18年からは元当別幼稚園で開設

　
平
成
十
八
年
度
当
別
町
一

般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
七
百
五
十

一
万
四
千
円
増
額
し
こ
れ
を

可
決
。
総
額
九
十
一
億
千
四

百
二
十
九
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
増
、
六

千
六
百
二
十
七
万
円
、（
仮

称
）
当
別
赤
れ
ん
が
六
号
改

修
工
事
増
、
二
百
万
円
、
除

排
雪
業
務
委
託
増
、
九
百
八

十
万
円
、
弁
華
別
プ
ー
ル
解

体
整
地
工
事
、
三
百
二
万
三

千
円
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
九
月
十
一
日
、

十
二
の
二
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
白
木
和
廣
議
員
、
稲
村
勝

俊
議
員
、
柏
樹
正
議
員
、
石

川
和
栄
議
員
、
堀
梅
治
議
員

の
五
名
が
登
壇
し
、
町
政
を

正
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
七
ペ
ー
ジ
か
ら

十
一
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

《
議
会
運
営
委
員
会
》

□ 
議
会
運
営
委
員
会
道
内
所

管
事
務
調
査
終
了
報
告

《
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
》

□ 
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道

内
所
管
事
務
調
査
終
了
報

告

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
提
案
が
四
件
上
程
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案
第
一
号

□ 道
路
整
備
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者
・!
谷　
茂

　
本
議
員
提
案
に
対
し

て
、
山
田
議
員
、
柏
樹
議

員
が
反
対
討
論
を
、
島
田

議
員
が
賛
成
討
論
を
行

い
、採
決
の
結
果
、賛
成
多

数
で
議
員
提
案
は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 【
原
案
可
決
】
　

議
員
提
案
第
二
号

□ 自
治
体
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

提
出
者
・!
谷　
茂

　
全
会
一
致
で
可
決
。

　
【
原
案
可
決
】

議
員
提
案
第
三
号

□
Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
に

係
わ
る
支
援
策
等
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
提
出
者
・!
谷　
茂

　
全
会
一
致
で
可
決
。

　
【
原
案
可
決
】

議
員
提
案
第
四
号

□ 季
節
労
働
者
の「
特
例
一
時

金
」現
行
維
持
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者
・!
谷　
茂

　
全
会
一
致
で
可
決
。

　
【
原
案
可
決
】

　
尚
、
九
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
二
日
の
日
程
で
、
上
京

し
、
総
務
省
、
国
土
交
通
省

他
、
道
内
選
出
国
会
議
員
に

意
見
書
の
提
出
と
要
請
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
付
託

□
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看

護
・
介
護
の
実
現
の
た
め

に
医
師
・
看
護
師
等
の
大

幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
団
体

北
海
道
医
療
労
働組

合
連
合
会

　
執
行
委
員
長　
佐
藤　
厚

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
請
願
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
陳
情
書

審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託
のののののののののののののののののののののののののののののの
件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件

審
査
付
託
の
件

　
第
四
回
臨
時
会
は
、
八

月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
一
件
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

（
監
査
委
員

　 
米
口　
稔
氏　
選
任
）

第
四
回
臨
時
会

Ｈ　
・
８
・
４
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　所管事務調査報告
   の研修テーマに基づき、他市町村の施策状況等

議
会
運
営
委
員
会

日　程　８月23日～24日
研修地　留萌市、富良野市
テーマ!議会運営について
　　　!議会活性化について

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

日　程　９月６日～７日
研修地　倶知安町、岩内町
テーマ!廃棄物対策について
　　１）現状と課題
　　　!子どもの安全・安心対策

等について
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  平成18年度 道内　
　各常任委員会、及び議会運営委員会が、各々 
を研修してきました。
　今後の町行政に積極的に役立てていきます。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

日　程　10月５日～６日
研修地　中富良野町、士別市
テーマ!農政全般について
　　１）認定農業者制度と品目横

断政策について
　　２）観光農業振興について
　　　　（農産物直売など）
　　　!公営住宅使用料の収納対

策について
　　１）公営住宅使用料の収納状

況
　　２）公営住宅使用料の収納率

向上の取り組み
　　３）公営住宅使用料の不納欠

損処分の取り扱い

総
務
常
任
委
員
会

日　程　10月17日～18日
研修地　足寄町、帯広畜産大学
テーマ!木質ペレットの利活用の
　　　　取り組みについて
　　　!植物由来燃料利活用の取

り組みについて
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議
会
の
う
ご
き（
平
成
年
８
月
〜
月
）
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８
月

８
・
４

８
・
７

８
・　22

８
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〜　
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８
・　29

８
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８
・　31９

月
９
・
４

９
・
６
〜
７

９
・
７

９
・　11

９
・　
〜　
11
15

９
・　
〜　
12
15

９
・　
〜　
21
22

９
・　29

　
月
10
　
・
４
10　

・
５
〜
６

10　
・
５
10　

・　
10
13

　
・　
〜　

10
17
18

　
・　
10
19

　
・　
10
20

　
・　
10
24

　
・　
10
25

　
・　
10
27

　
・　
10
30

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
臨
時
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

全
道
議
会
広
報
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査

（
留
萌
市
、
富
良
野
市
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査

（
倶
知
安
町
、
岩
内
町
）

佐
賀
県
議
会
・
総
務
常
任
委
員
会
来
町

議
会
運
営
委
員
会

第
５
回
定
例
会
（　
、　
　
休
会
）

13
14

平
成　
年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

17
意
見
書
提
出
（
東
京
都
）

岩
手
県
田
野
畑
村
議
会
来
町

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

宮
崎
県
都
城
市
議
会
・
会
派
来
町

産
業
建
設
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査

（
中
富
良
野
町
、
士
別
市
）

大
空
町
議
会
・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
来
町

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査

（
足
寄
町
、
帯
広
畜
産
大
学
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

石
川
県
野
々
市
町
議
会
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
来
町

議
会
広
報
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　残暑厳しい快晴の中、産業建設常任委員会の町内所管事務調査が行
われました。また札幌市で議会広報特別委員会が議会だよりの更な
る向上を目指し、全道議会広報研修を致しました。

議会広報研修

議会広報特別委員会
８月22日

産業建設常任委員会
８月７日

町内所管事務調査

米
口　
稔 
氏

監
査
委
員
に

選
任
同
意　!!

　
監
査
委
員
で
あ
っ
た
鹿

野
信
一
氏
が
、
平
成
十
八

年
八
月
九
日
退
職
な
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
第
四
回
臨

時
議
会
に
お
い
て
選
任
に

つ
い
て
町
長
よ
り
提
案
が

あ
り
、
議
会
は
満
場
一
致

で
米
口
稔
氏
の
選
任
に
同

意
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
弥
生
町
に
在

住
し
、
六
十
五
歳
。

高
橋
嘉
弘 
氏

教
育
委
員
に

再
任
同
意　!!

　
教
育
委
員
高
橋
嘉
弘
氏

は
、
平
成
十
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
第
五
回
定

例
議
会
に
お
い
て
再
任
に

つ
い
て
町
長
よ
り
提
案
が

あ
り
、
議
会
は
満
場
一
致

で
高
橋
嘉
弘
氏
の
再
任
に

同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
園
生
町
に
在

住
し
、
六
十
四
歳
。

当別ダム建設予定地（切替道路）にて説明を
うける委員

和田雅之講師による分かりやすい説明

普及センター伊藤氏と成長の良い稲をバック
に笑顔がこぼれる

聞きもらさないよう真剣な表情の広報委員
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あ
る
が
、
公
共
施
設
の
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
Ｂ
Ｄ

Ｆ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
、

環
境
学
習
推
進
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
動
車
導
入

と
大
き
く
四
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
お
り
、

公
共
施
設
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
道

の
環
境
の
村
整
備
計
画
に
お

い
て
、
青
山
交
流
館
の
施
設

整
備
と
あ
わ
せ
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
導
入
に
つ
い
て
、
環
境

学
習
の
拠
点
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
Ｂ
Ｄ

Ｆ
つ
ま
り
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
石
狩

支
庁
で
は
札
幌
市
を
含
め
て

管
内
の
市
町
村
で
一
般
家
庭

を
対
象
と
し
た
廃
食
油
の
燃

料
化
を
計
画
し
て
い
る
が
札

幌
市
を
中
心
と
し
た
人
口
規

模
で
全
国
的
に
も
例
の
な
い

計
画
で
あ
る
の
で
、
支
庁
か

ら
の
情
報
な
ど
を
見
極
め
な

が
ら
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
利
活
用
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、
今
年
町
で
は
、
町

内
を
走
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
燃
料
と
し
て
、

廃
天
ぷ
ら
油
か
ら
精
製
し
た

Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
使
用
実
験
を
、
七

月
二
十
八
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
の
一
週
間
実
施
し
た
。

生
活
に
密
着
す
る
廃
天
ぷ
ら

油
活
用
と
い
う
身
近
な
話
題

は
、
住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に

最
適
で
あ
る
と
考
え
、
同
時

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

へ
の
愛
着
感
も
生
ま
れ
る
。

　
使
用
の
結
果
、
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
バ
ス
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
与
え
る
影

響
は
余
り
な
く
、
燃
費
は
多

少
悪
い
が
、
通
常
使
用
で
き

る
。
乗
車
時
に
、
臭
い
の
問

題
も
大
し
て
な
く
、
私
も
町

政
功
労
者
四
人
と
バ
ス
乗
車

し
た
が
、
ど
な
た
も
異
臭
、

乗
り
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
な

か
っ
た
の
で
、
機
械
に
影
響

を
与
え
な
い
と
い
う
報
告
は

正
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年

度
に
向
け
て
は
、
当
別
町
の

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
一
歩
進

め
て
い
き
た
い
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

だ
が
、
二
十
一
世
紀
は
環
境

の
世
紀
で
あ
り
、
当
別
町
も

避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課

題
と
考
え
、
環
境
重
視
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
化
石
燃
料
に
か
わ
り
、

地
域
で
つ
く
り
地
域
で
消
費

す
る
こ
と
が
可
能
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
て
検
討

を
進
め
た
。

　
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、

環
境
分
野
で
あ
り
、
環
境
資

源
の
発
生
側
で
あ
る
農
業
側

と
使
用
す
る
側
で
あ
る
一
般

住
民
と
を
結
び
つ
け
、
本
町

に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

共
有
し
、
環
境
を
循
環
す
る

こ
と
で
町
民
同
士
が
一
体
感

町長

当
別
町
の
特
性
を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
を
実
現
す
べ
き

白
木　
和
廣　
議
員

本
町
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
共
有
し
、 

循
環
し
、
町
民
同
士
の
一
体
感
を

本
町
の
持
つ
特
性
の
発
信
を

問　
本
町
で
は
平
成
十
五
年

度
に
「
当
別
町
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で

実
行
可
能
な
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
、
進
捗
状

況
な
ど
を
お
伺
い
し
た
い
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
一
歩
進
め
た
「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を

立
案
し
、
本
町
の
持
つ
特
性

を
優
位
性
と
し
て
発
信
で
き

る
体
制
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

町
が
策
定
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
や
地
域
循
環
型
社
会

を
構
築
す
る
た
め
の
も
の
で

限りある資源の有効利用を

を
持
て
る
よ
う
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
町
の
活
力

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
新
年
度
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
一
歩
進
め
て
、
実
際
に

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
利
活
用

す
る
た
め
に
、
施
策
と
し
て

ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
に
重
点
を
置
き
、

国
、
道
の
指
導
や
助
言
の
も

と
、
調
査
・
検
討
を
行
い
、

当
別
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
樹
立
に
努
力
し
、

景
観
だ
け
で
な
く
、
環
境
の

向
上
に
も
目
を
向
け
た
美
し

い
町
当
別
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
。

天
ぷ
ら
廃
油
で
走
るコ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
担
い
手
育
成
対
策
の
取
り
組
み
と 

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

稲
村　
勝
俊　
議
員

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
、 

当
別
農
業
振
興
を
図
る
趣
旨
で
あ
る

経済部長

各
農
家
、
生
産
組
織
が

独
自
に
経
営
形
態
の

手
法
を
選
択
、
判
断

問　
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
担
い

手
育
成
対
策
で
は
、三
年
間
、

生
産
組
織
の
育
成
に
力
を
入

れ
、
そ
の
成
果
、
経
験
を
踏

ま
え
、
各
農
家
は
将
来
の
農

業
経
営
を
考
え
て
行
く
も
の

と
考
え
る
、ま
た
、労
働
力
、

年
齢
、
後
継
者
、
面
積
、
経

営
収
支
状
況
、
機
械
設
備
、

周
辺
の
状
況
な
ど
を
判
断

し
、
様
々
な
状
況
か
ら
各
農

家
の
目
指
す
農
業
経
営
の
方

向
の
判
断
は
一
様
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　
来
年
度
か
ら
の
担
い
手
育

成
対
策
は
、
区
分
の
格
差
を

で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
こ

と
で
各
農
家
、
各
生
産
組
織

の
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
す
る
経

営
形
態
の
手
法
を
選
択
す

る
、
広
い
選
択
肢
を
持
つ
こ

と
が
、
当
別
町
農
業
が
よ
り

持
続
で
き
る
担
い
手
を
育
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
、
来
年
度
の
担
い
手
育

成
対
策
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
と
の
関
連
、
整
合

性
な
ど
、
い
ず
れ
も
当
別
町

水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
、

農
家
の
意
見
な
ど
を
拾
い
上

げ
協
議
を
進
め
る
と
考
え
る

が
。

農
業
機
械
や
施
設
を
過
大
に

所
有
し
、
一
方
で
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、

平
成
十
五
年
度
の
一
年
間
に

は
、
約
六
十
回
も
の
関
係
会

議
を
開
催
し
、
農
業
持
続
の

た
め
に
は
、
経
営
規
模
の
大

型
化
農
業
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
農
村
地
域
全
体
の
活

力
を
維
持
し
て
い
く
方
法
と

し
て
組
織
経
営
も
担
い
手
と

位
置
づ
け
す
る
こ
と
と
し
て
、

町
長
を
除
く
代
表
者
に
よ
る

会
議
で
調
整
さ
れ
た
「
当
別

町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、十
六
年
一
月
か
ら
、

国
の
制
度
改
正
に
よ
る
全
町

説
明
会
三
回
、
地
域
説
明
会

四
日
間
八
会
場
で
行
い
、
担

い
手
の
み
加
算
が
受
け
ら
れ
、

み
ず
か
ら
農
業
を
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
説
明

し
、
み
ず
か
ら
道
を
選
択
し

た
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
担
い
手
加
算
の
交
付

対
象
者
が
五
百
二
十
七
戸
と

な
り
、
急
激
な
農
家
人
口
減

少
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
と
確

信
し
、
一
定
の
目
的
が
達
成

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
た
当
別
町

農
業
の
振
興
を

問　
将
来
を
見
据
え
た
当
別

町
農
業
を
ど
の
よ
う
に
振
興

す
べ
き
か
、
当
別
町
水
田
推

進
協
議
会
で
十
分
議
論
が
な

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
事
を
理

解
し
た
が
、
七
月
二
十
日
の

水
田
農
業
に
関
す
る
緊
急
大

会
に
於
い
て
、
今
後
の
担
い

手
対
策
は
、
生
産
組
織
に
重

点
的
に
配
分
す
る
趣
旨
の
考

え
を
示
さ
れ
、
ま
た
、
八
月

二
十
五
日
の
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
等
全
体
説
明
会

で
は
多
少
修
正
を
さ
れ
た
か

と
思
う
が
。

で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　
新
た
な
制
度
に
基
づ
く
資

金
の
流
れ
は
、
国
、
農
政
事

務
所
か
ら
生
産
者
に
直
接
交

付
し
、
行
政
や
水
田
農
業
推

進
協
議
会
が
議
論
や
介
入
す

る
制
度
で
な
い
。
対
象
品
目

を
作
付
さ
れ
て
い
る
農
家
が

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
当
別
町
水
田
農
業
推
進

協
議
会
で
は
、
八
月
二
十
一

日
に
町
議
会
議
員
、
農
業
委

員
会
、
農
業
団
体
役
員
に
対

す
る
説
明
会
を
、
八
月
二
十

五
日
に
は
農
業
者
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
現
在
、
当
別
町
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
担
い
手
と
位
置

づ
け
た
生
産
組
織
や
、
認
定

農
業
者
を
よ
り
強
力
に
支
援

し
、
将
来
を
見
据
え
た
当
別

町
農
業
を
ど
の
よ
う
に
振
興

す
べ
き
か
、
当
別
町
水
田
農

業
推
進
協
議
会
で
十
分
に
議

論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
各
構
成
団
体
も
、

事
前
に
十
分
な
議
論
が
な
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
当
別
農

業
の
振
興
を
図
る
た
め
を
趣

旨
と
し
、
交
付
金
の
配
分
を

中
心
に
議
論
し
た
も
の
で
な

い
。

経
済
部
長　
当
別
町
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
は
当
別
町
内
の

農
業
七
団
体
三
十
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
決
定

さ
れ
た
も
の
で
、
町
が
執
行

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
当
別
町
農
業
を
持
続
さ
せ

る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討

す
る
た
め
、
当
別
町
全
農
家

の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

経
済
部
長　
来
年
度
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
産
地
づ
く

り
交
付
金
は
農
業
構
造
の
改

革
に
取
り
組
み
、
消
費
者
の

期
待
に
こ
た
え
よ
う
と
努
力

す
る
担
い
手
へ
の
交
付
が
本

来
の
趣
旨
で
あ
り
、
担
い
手

帽子をかぶった大豆の山

広大な麦畑での収穫…
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地
方
政
治
を
尊
重
す
る
よ
う 

国
や
道
に
主
張
す
べ
き

柏
樹　
　
正　
議
員

全
道
の
首
長
と
共
通
の
考
え
に
た
ち

声
を
大
に
し
て
要
望
し
た
い
。

町長

住
民
福
祉
尊
重
の地

方
政
治
を

問　
小
泉
自
公
政
権
の
「
構

造
改
革
」
に
よ
り
、
国
民
の

暮
ら
し
や
雇
用
や
営
業
が
破

壊
さ
れ
、
貧
困
の
広
が
り
と

格
差
の
拡
大
が
お
き
て
い
る
。

自
治
体
は
「
住
民
福
祉
の
機

関
」
と
い
う
役
割
を
果
た
す

べ
き
だ
が
、
国
の
地
方
い
じ

め
と
も
言
う
べ
き
地
方
犠
牲

施
策
か
ら
、
地
方
政
治
を
尊

重
す
る
方
向
に
改
め
さ
せ
る

よ
う
、
国
や
道
に
主
張
す
べ

き
で
あ
る
。
町
長
の
姿
勢
を

問
う
。

町
長　
生
活
困
窮
な
町
民
に

対
す
る
行
政
支
援
は
、
国
・

道
と
連
携
し
て
行
う
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
安
定
し
た

財
源
の
確
保
な
ど
を
含
め
、

今
後
も
、
管
内
町
村
会
を
通

じ
て
、
全
道
の
首
長
と
ほ
と

ん
ど
共
通
し
た
考
え
方
で
、

声
を
大
に
し
て
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

江
別
市
立
病
院
の
医
師
体
制

確
保
に
つ
い
て

問　
こ
の
一
年
間
の
当
別
か

ら
の
救
急
車
に
よ
る
江
別
市

立
病
院
へ
の
搬
送
件
数
は
、

日
中
で
六
十
四
件
、
夜
間
で

は
六
十
件
に
な
る
と
聞
く
。

地
域
別
患
者
数
の
う
ち
、
当

別
は
十
五
年
以
降
は
七
百
人

以
上
、
受
診
者
全
体
の
約
六

％
に
な
る
。
医
師
の
過
重
労

働
は
深
刻
で
、
公
立
病
院
の

医
師
の
確
保
問
題
は
ど
こ
で

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
別
町
民
の
市
立
病
院
へ

の
外
来
利
用
度
、救
急
対
応
に

も
深
い
関
連
が
あ
り
、一
刻
も

早
く
正
常
で
安
心
で
き
る
地

域
医
療
体
制
を
願
う
立
場
か

ら
、
道
に
要
請
す
る
行
為
等
、

町
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
夜
間
診
療
の
移
転
に

つ
い
て
は
江
別
市
よ
り
連
絡

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
、

新
聞
で
知
り
得
た
だ
け
で
江

別
か
ら
の
情
報
は
な
い
。
江

別
市
も
医
師
の
確
保
に
努
力

し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
最
大
の
関
心

を
持
っ
て
推
移
を
見
守
り
た

い
。

『
ケ
ア
マ
ネ
難
民
』
を

出
さ
な
い
た
め
に

問　
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
今
後
増
加
す
る
要

介
護
認
定
者
が
ケ
ア
プ
ラ
ン

や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な

く
な
る
、
と
い
う
不
安
が
あ

る
が
、
町
の
見
通
し
を
示
し

て
ほ
し
い
。

町
長　
第
三
期
当
別
町
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
平
成

二
十
年
度
に
要
介
護
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
見
込
み
が
百
九

十
三
件
と
減
少
の
見
込
み
で

あ
る
。
な
お
、
介
護
予
防
支

援
に
つ
い
て
は
増
加
す
る
見

込
み
で
あ
る
、「
当
別
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
各

事
業
所
と
協
議
し
な
が
ら
、

適
正
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

福
祉
バ
ス
の
再
開
を

問　
福
祉
バ
ス
の
利
用
者
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
行

を
中
止
す
る
の
は
、
地
域
福

祉
の
向
上
を
図
る
と
い
う
補

助
金
交
付
の
目
的
に
反
す
る

と
い
う
石
狩
保
健
福
祉
事
務

所
の
見
解
が
あ
る
が
、
ど
う

受
け
と
め
る
の
か
。
住
民
の

間
か
ら
は
、
運
転
を
職
員
で

で
も
工
夫
し
、
体
制
を
と
っ

て
速
や
か
に
再
開
を
し
て
ほ

し
い
、
せ
め
て
一
回
か
二
回

で
も
、
と
い
う
願
い
が
運
動

と
し
て
起
き
て
い
る
。こ
の
声

に
応
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
福
祉
バ
ス
運
行
は
多
大

な
経
費
が
か
か
り
休
止
し

た
。
こ
の
バ
ス
は
補
助
金
を

受
け
た
バ
ス
で
あ
り
、
十
九

年
七
月
ま
で
転
用
が
で
き
な

く
、
五
年
間
目
的
外
使
用
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
五
年
経

過
後
に
他
の
有
効
活
用
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、休
止
に
つ
い
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の

理
解
を
得
て
い
る
が
、唯
一
、

当
別
年
金
者
の
会
か
ら
、
何

と
か
使
え
な
い
の
か
と
い
う

要
望
は
一
件
だ
け
あ
っ
た

が
、
事
情
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
を
し
た
経
過

が
あ
る
。

夜
間
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　
「
当
別
町
地
域
包
括支

援
セ
ン
タ
ー
」　

ゆ
と
ろ
内
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地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
町
独
自
の 

環
境
家
計
簿
の
作
成
普
及
を

石
川　
和
栄　
議
員

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
実
施
計
画 

策
定
後
に
個
々
の
対
策
に
取
り
組
む

町長

環
境
家
計
簿
に
つ
い
て

問　
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た

め
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目

指
す
京
都
議
定
書
’　
年
二
月

05

十
六
日
発
効
し
た
。
近
年
、世

界
で
は
猛
暑
や
洪
水
、
干
ば

つ
な
ど
温
暖
化
の
影
響
と
さ

れ
る
異
常
気
象
が
多
発
し
て

い
る
。
議
定
書
は
災
害
を
食

い
止
め
る
唯
一
の
国
際
的
な

取
り
決
め
で
あ
り
温
暖
化
防

止
へ
の
重
要
な
第
一
歩
で
あ

る
。
地
球
を
破
壊
す
る
の
も

蘇
生
さ
せ
る
の
も
人
間
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
量
の
目
標
と

達
成
期
限
明
示
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
と
思
う
が
、町

民
の
皆
様
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
取
り
組
み
が
大
事
で
あ

る
。
無
理
な
く
取
り
組
め
る

環
境
家
計
簿
の
作
成
、
普
及

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
国
は
市
町
村
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
実
施

計
画
の
策
定
を
求
め
て
お
り
、

町
は
、
そ
の
計
画
を
策
定
し

て
、
環
境
家
計
簿
な
ど
個
々

の
対
策
に
取
り
組
む
考
え
で

あ
る
。

　
家
庭
で
の
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
は
、
直
接
光
熱
費
な

ど
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
情
報
等
は

広
報
紙
、
あ
る
い
は
美
観
・

好
感
・
当
別
か
わ
ら
版
な
ど

を
通
じ
提
供
し
、
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
く
。

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

に
つ
い
て

問　
こ
の
事
業
は
核
家
族
化

が
進
む
中
で
産
後
の
体
調
が

す
ぐ
れ
ず
、
近
く
に
育
児
や

家
事
を
援
助
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
方
や
子
育
て
に
孤

立
感
や
負
担
感
を
感
じ
て
い

る
母
親
に
対
し
て
家
事
の
援

助
や
具
体
的
な
指
導
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
子
育

て
経
験
者
が 
産  
褥  
期 
の
母
子

さ
ん 
じ
ょ
く 
き

に
対
し
て
育
児
指
導
、
家
事

等
の
援
助
を
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
地
域
全

体
で
親
を
支
え
「
い
つ
で
も

相
談
で
き
る
」
と
い
う
安
心

感
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。目
線
を
低
く
育
児
家
庭

の
立
場
で
支
援
策
の
実
施
を
。

町
長　
育
児
支
援
家
庭
訪
問

事
業
は
、養
育
困
難
な
家
庭
、

養
育
支
援
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
家
庭
に
対
し
、
保
健
師

等
に
よ
る
具
体
的
な
育
児
支

援
に
関
す
る
技
術
的
な
援
助

を
訪
問
に
よ
り
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、

保
健
事
業
で
第
一
子
新
生
児

が
生
ま
れ
た
場
合
、
訪
問
希

望
の
家
庭
に
保
健
師
を
派
遣

し
て
お
り
、
現
在
、
養
育
中

の
保
護
者
、
お
子
さ
ん
と
面

談
し
て
積
極
的
に
養
育
支
援

に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
別
町
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
、
家

事
の
援
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
、
利
用
を

進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
関
係
す
る
ゆ
う
ゆ

う　
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

24
ど
と
、
妊
娠
中
の
家
庭
な
ど

へ
の
援
助
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
を
引
き
続
き
協
議
し
て
い

き
た
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
活
用

に
つ
い
て

問　
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は

妊
産
婦
が
身
に
つ
け
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
提
示
し
て

妊
産
婦
へ
の
配
慮
を
促
す
た

め
厚
生
労
働
省
が
全
国
統
一

の
デ
ザ
イ
ン
を
今
年
三
月
に

決
定
し
た
も
の
で
、
妊
娠
初

期
の
女
性
は
見
た
目
は
妊
婦

と
分
か
り
に
く
く
、
つ
わ
り

な
ど
体
調
の
悪
く
な
っ
た
時

で
も
周
囲
に
理
解
さ
れ
ず
苦

し
む
ケ
ー
ス
が
多
い
。
地
域

全
体
で
妊
婦
に
優
し
い
環
境

づ
く
り
を
、
こ
う
し
た
女
性

の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み

の
考
え
は
。

町
長　
妊
婦
初
期
は
、
外
見

か
ら
わ
か
り
づ
ら
く
、
国
の

運
動
計
画
で
あ
る
健
や
か
親

子　
の
推
進
検
討
会
で
、
マ

21
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
決
定
し
、

妊
産
婦
に
優
し
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
、町
も
、

町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

の
周
知
を
図
る
よ
う
、
ま
た

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
、

町
の
手
づ
く
り
の
マ
タ
ニ
テ

ィ
マ
ー
ク
を
配
布
す
る
。

北海道内市町村でも取り組み始めてます…

厚
生
労
働
省
の
全
国
統
一
デ
ザ

イ
ン
を
活
用
し
た
自
治
体
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
バ
ッ
チ
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町長

当
別
の
農
民
が
安
心
し
て
食
料
を
生
産 

で
き
る
展
望
は
あ
る
か

堀　
　
梅
治　
議
員

多
機
能
、多
様
な
農
業
で
、当
別
町 

の
農
業
所
得
向
上
が
最
も
重
要
だ

大
多
数
の
農
民
の

展
望
を
奪
う
Ｗ
Ｔ
Ｏ

問　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
も
っ
と

も
忠
実
な
日
本
政
府
は
今
春

か
ら
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
等
の
農
政
を
展
開
し
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
合
意

を
目
指
し
た
が
決
裂
し
凍
結

さ
れ
再
開
の
見
通
し
も
立
た

な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
私
は
大
企
業
の
六
十
六
兆

円
も
の
工
業
製
品
の
輸
出
の

た
め
に
日
本
で
は
お
米
は
余

っ
て
百
五
万
町
歩
も
転
作
し

て
い
る
の
に
七
十
七
万
ト
ン

も
輸
入
を
求
め
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協

定
は
認
め
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
貿
易
と
云
う
の
は
余
っ

た
も
の
は
輸
出
を
し
、
足
り

な
い
も
の
を
輸
入
す
る
の
が

ル
ー
ル
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
決
裂
は
当
然
で
あ
る

と
思
う
が
町
長
は
ど
う
考
え

る
か
。

町
長　
日
本
は
多
様
な
農
業

の
共
存
を
基
本
に
農
業
の
多

面
的
機
能
、
食
糧
の
安
全
保

障
確
保
の
た
め
貿
易
ル
ー
ル

を
基
本
と
い
う
六
項
目
提
案

し
、　

年
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
な

06
ど
の
合
意
、
十
二
月
ま
で
全

分
野
で
合
意
を
行
う
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
が
、
主

要
国
間
の
大
き
な
隔
た
り
で

合
意
に
至
ら
ず
、九
月
九
日
、

十
日
の
二
日
間
の　
の
閣
僚

G20

級
合
意
で
開
催
さ
れ
た
協
議

で
も
ラ
ウ
ン
ド
再
開
の
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
当
別
町
で
は
、
今
年
の
六

月
に
農
業
団
体
の
要
請
を
受

け
、
今
経
過
を
述
べ
た
背
景

を
受
け
、
町
議
会
の
方
か
ら

国
に
対
し
て
、
日
本
の
提
案

を
堅
持
す
る
よ
う
意
見
書
も

出
さ
れ
て
お
り
、
国
の
政
策

に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
国

の
動
き
を
注
目
し
て
ま
い
り

た
い
。

政
府
が
進
め
る
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
で
当
別
の

農
民
に
展
望
が
あ
る
の
か

問　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
決
裂
し

て
い
る
の
に
自
公
政
府
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
協
定
を
先
取
り
し
て
日

本
の
農
政
を
進
め
て
い
る
。

何
百
億
円
も
投
入
し
当
別
町

の
水
田
は
立
派
に
造
成
さ
れ

町
の
負
担
も
国
費
の
八
％
何

十
億
円
と
云
わ
れ
て
い
る
。

七
十
％
も
転
作
さ
せ
ら
れ
て

い
る
現
況
が
自
公
政
治
が
つ

づ
く
と
し
た
ら
農
家
の
負
担

五
％
も
無
駄
に
な
る
。
こ
ん

な
農
政
で
は
な
く
立
派
な
土

地
改
良
施
設
を
活
用
で
き
る

米
や
麦
を
主
体
に
多
面
的
農

業
を
目
指
し
不
足
払
い
制
度

等
価
格
の
下
さ
さ
え
政
策
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
町

長
は
当
別
の
農
民
に
ど
ん
な

展
望
を
示
そ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

助
け
る
気
持
ち
で
営
農
組
織

を
つ
く
れ
ば
、
交
付
金
を
多

く
配
分
し
、
認
定
農
家
だ
け

故
意
に
少
な
く
し
て
い
な
い
。

政
府
の
政
策
に
つ
い
て
地
方

行
政
は
、
的
確
に
受
け
と
め

て
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え

る
。
多
額
の
公
費
を
投
入
し

た
農
業
用
施
設
を
多
く
の
農

業
者
が
有
効
利
用
し
農
業
を

持
続
す
る
こ
と
が
、
町
の
活

性
化
に
重
要
で
あ
り
、
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
当

別
町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

定
め
て
担
い
手
を
育
成
し
、

多
機
能
、
多
様
な
農
業
を
展

開
し
、
当
別
の
農
業
所
得
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
最
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
に

は
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高

め
る
努
力
だ
と
考
え
る
。

日
本
の
食
料
の
六
十
％

外
国
に
任
せ
て
い
い
の
か

問　
当
別
町
の
農
業
の
発
展

は
国
が
四
兆
八
千
億
円
も
の

農
産
物
を
輸
入
し
て
日
本
国

民
の
食
料
を
外
国
に
六
十
％

も
任
せ
る
考
え
方
を
日
本
国

民
の
食
料
は
自
国
で
賄
う
考

え
で
農
政
を
進
め
て
も
ら
う

以
外
に
当
別
町
の
農
民
の
展

望
は
開
け
な
い
と
考
え
る
。

　
世
界
の
人
口
の
二
％
の
日

本
が
世
界
の
輸
出
可
能
量
の

十
％
も
輸
入
す
る
こ
と
が
世

界
で
食
料
不
足
で
悩
む
人
達

か
ら
ど
ん
な
目
で
見
ら
れ
て

い
る
の
か
。
こ
ん
な
こ
と
が

な
が
く
保
障
さ
れ
る
は
ず
が

な
い
の
で
町
長
の
答
弁
を
求

め
る
。

町
長　
自
給
率
向
上
に
努
力

す
る
か
ら
、
政
府
は
輸
入
を

や
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
に
抵
抗
し
た
は
ず
の
Ｊ
Ａ

の
指
導
者
や
町
の
議
員
が
財

界
の
引
い
た
路
線
を
ひ
た
走

っ
て
、
小
規
模
農
家
を
見
捨

て
て
い
こ
う
と
言
っ
て
い

る
。
力
の
あ
る
農
家
が
助
け

よ
う
と
し
な
い
。
当
別
町
で

農
業
を
営
ん
で
い
る
人
が
協

力
し
、
当
別
の
農
業
、
農
村

を
守
る
こ
と
が
こ
の
国
の
農

政
を
変
え
る
力
に
な
る
。

町
長　
平
成
十
九
年
か
ら
国

内
農
業
強
化
の
た
め
、
一
定

条
件
の
担
い
手
だ
け
支
援
す

る
と
変
わ
っ
た
。
当
別
町
は
、

担
い
手
を
増
や
そ
う
と
し
て

い
る
。
当
別
町
水
田
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
認
定
農
家
が
仲
間
を 石狩管内の米の作況指数
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秋
が
近
づ
き
、
ク
ル
ミ
が
実
を
付
け
る
季

節
に
な
り
、
食
べ
る
一
方
で
、
冬
に
向
け
て

の
食
料
の
貯
蔵
（
貯
食
）
を
始
め
た
町
内
公

園
で
の
蝦
夷
リ
ス
の
様
子
で
す
。

　
森
な
ど
で
は
、
木
の
実
な
ど
口
に
く
わ
え

て
運
び
、
そ
の
距
離
は
数
百
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、
数
千
カ
所
に

分
散
し
て
、
土
中
や
木
の
穴
な
ど
に
埋
め
、

器
用
に
隠
す
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
掘
り
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
春
を
迎
え

芽
を
出
し
、
年
月
を
か
け
て
成
長
し
、
や
が

て
木
の
実
を
付
け
る
な
ど
森
と
の
共
生
の
関

係
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。　

　
自
然
環
境
を
大
切
に
し
て
、
見
守
っ
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　
財
政
再
建
団
体
入

り
を
決
め
た
夕
張
市

だ
け
で
な
く
、
国
も

地
方
も
、当
別
町
も
、

財
政
危
機
に
直
面
し
大
変
な
状
況
で
す
。

　
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
時
代

か
ら
の
反
省
か
ら
再
構
築
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
変
え
な
い

冷
静
さ
と
、
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
変
え
る
勇
気
、
そ
れ
を
見
極
め
判
断
す
る

英
知
が
必
要
で
す
。

　
町
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
住

民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め

る
事
で
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
が
よ
り
一
体

感
の
あ
る
中
で
進
み
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

町
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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